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１． はじめに 

SDGs についての記事を読み、日本が抱えて いる

エネルギー問題の深刻さを知った。その時に日本

は資源の多くを輸入に頼っているが、 そもそも何

故、日本のエネルギー自給率は低いのか疑問に思

ったため、今回、取り扱うことにした。この研究目

的は蚕を通じて再生可能資源を日常生活に取り入

れる魅力をデザインの力で提案すること、そして

日常生活における枯渇性資源の利用を減少させる

こととします。 

 

２．調査内容 

枯渇性資源とは、資源を利用するとその分だけ

資源量が減少し、資源量の増加速度が遅いため、使

えば使うほど 減少していく資源のことである。枯

渇性資源である石油や天然ガス、石炭  などのこ

れらの枯渇性資源は、このままの使用頻度では近

い未来なくってしまう限りある資源なのである。

人口の増加や産業の発展によって 

世界のエネルギー消費量は年々増え続けているる。

図 1 はエネルギー資源の確認埋蔵量である。

 

図 1 エネルギー資源の確認埋蔵量（可採年数） 

これまでの枯渇性資源の減少によって、未来で利

用できる資源量が予測されている。 

枯渇性資源減少の観点より、再生可能資源を利

用した素材化への転換が強く求められている。再

生可能資源とは太陽光や風力、バイオマスなどの

自然を利用したエネルギーである。そしてこの再

生可能資源としてシルクに注目した。シルクは硬

さや強さ、柔らかさのバランスに優れることから

構造材料としても応用可能な数少ない再生可能材

料の一つである。蚕を育てることでシルクを誰で

もゼロから簡単に作り出せる上で再生可能資源の

シルクの入手から製品まで個人が行うことが出来

る。 

 

３．コンセプトおよびアイデア展開 

 シルクを使う日常生活を提案する。「私の家の小

さな畑」をコンセプトに、自分の作りたい製品の、

素材を作る小さな畑としてゼロから素材を生み出

し、ものづくりができる製品をつくるキットと蚕

の習性を利用した飼育キットを提案する。 蚕から

シルクを採取することは簡単だが、加工は難しい

というデメリットがある。蚕は 1 頭あたり繭をつ

くるために約 3 デニール（生糸などの繊維の太さ

を表す単位）の太さの糸を約 1500m ほどの吐き出

す。しかし蚕は壁のある場所に繭を作るため、平面

に置いた場合、まゆを作れず平面的に糸を吐き続

ける。この習性を利用したアイディアである。 

 



 

 

図 2  平面繭製品の製造方法及び平面繭製品 

 

図２は風船の上に蚕を置き蚕が、風船の形に沿っ

て糸を吐いた様子である。この後、中の風船を潰し

絹の立体物が完成する。これはランプシェードな

どに使う。 また、紙に吐糸させることで、絹素材

の紙ができる。これは造花や団扇などの DIY に使

う。この他、様々な製品を作り出すことができる。

また、今までの養蚕では最終工程として蚕を湯煎

して殺さなければならなかったが、この方法では

蚕を生かして蚕蛾にすることが出来る。これによ

り繁殖が可能になり、次の製品を作り出す蚕を育

てることが出来る。 

 

４．提案内容 

蚕を通じて再生可能資源を日常生活に取り入れ

るための、飼育セットの具体的な提案物は以下で

ある。 

1) 飼育キット 

・飼育箱 

・飼育マニュアル 

・人工飼料の筒 

2) プロダクトキット（ランプシェード） 

・風船 

・小道具 

・製作マニュアル 

飼育セットではパッケージデザイン及び飼育箱の

構造を考えていく。 

 

５．おわりに 

これらの研究を実現するために、蚕の飼育を行

う必要がある。蚕を入手出来る会社や養蚕農家、団

体とのタイアップを想定するが、検証は必要であ

る。 

蚕を飼育していくなかでデータをとり、実証実

験を行っていきたい。この飼育セットが、モノづく

りと日常生活を繋げるきっかけになることを願っ

ている。 
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